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An Essay on  “Prisons” of Giovanni Battista Piranesi
Focusing on Plates 1, 2, and 5 （Second State）
Jun Yamamoto
Abstract
　Focusing on “Prisons” （Carceri D’Invenzione） （second state） of G. B. Piranesi, this 
paper tries to interpret this series as his general historical understanding by means of 
analyzing its few plates. 
　With that intention, special attention is paid to the relationship between Piranesi and 
the author of Principj di Scienza Nuova, Giambattista Vico, whose historical 
philosophy gives us clues to understanding Piranesiʼs fantastical engravings with 
regard to his philosophical background in general as well as to the source of the 
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読み取る











なぜならピラネージは、一般に Carceri ＝牢獄と呼ばれている版画集を、約 15 年間のうちに二
回制作しているからである。それも、特に有名な 1761 年に印刷された 16 葉からなる『牢獄』は、












　ピラネージの『牢獄』の正確なタイトルは初版と第 2 版の第 1 葉目に書かれている。それぞれ
の版のタイトルを全文、以下に載せておく。
　初版：INVENZIONI CAPRIC DI CARCERI ALL ACQUA FORTE DATTE IN LUCE DA GIOVANI 
BOUCHARD IN ROMA MERCANTE AL CORSO
　第 2 版：CARCERI Dʼ INVENZIONE DI G-BATTISTA PIRANESI ARCHIT VENE



























れ て い る Grotteschi と 呼 ば れ る 想 像 図 や、 パ エ ト ン の 墜 落 か ら 題 材 を と っ た Capriccio 




















葉から第 2 版で 16 葉に増えたことである。増補された 2 葉の絵は、第 2 版の絵のすべてに初版
にはなかった番号がふられた時、それぞれ 2 番目と 5 番目とされた。
　ところで、この論文では絵の番号を以下のように表記することにする。初版の全 14 葉は I-01
～ I-14 と、第 2 版の全 16 葉を II-01 ～ II-16、といった具合である。II-02 と II-05 はその元となる
絵が初版に存在しないので、この 2 葉を除いた両版の対応関係を→で示すと以下のようになる。
I-01 → II-01、I-02 → II-03、I-03 → II-04、I-04 → II-06、以下この順番で、最後が I-14 → II-16 となる。
『牢獄』の初版と第 2 版の照応関係が問われるような場合には、I-02 （II-03）、II-06 （I-04）のよう
に表記する。
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を今に伝えている、と同時に文明が可能にした物の
基礎が何かを語っているかのようだ。
　第 2 版に新たに加えられた絵はこの II-02 と II-05 の 2 葉だけだが、最後の絵 II-16 （I-14）も初
版の後継だと容易には分からないほど全面的に手が加えられている。別の絵になったと言っても













　いわば『牢獄』第 2 版のオリジナルである以上の 3 葉の絵を一瞥しただけでも、そこでは「牢
獄意識」が鮮明に表現されているように思われる。それと同時に、古代モチーフに代表される歴
史的表象が牢獄の時間的奥行きと、16 葉の絵によって展開されるある種のストーリー性
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II-01、II-02、II-05 を主な対象とすることになる。





































































































　しかし戸外の様子がまったく何も見えない、と言うわけではない。第 2 版の 16 葉中、II-02、



















も壮大な重畳建築が描かれている II-05 をはじめ II-02 や II-08 に典型を見るように、ピラネージ
の半無限大化の意図、いわばバベルの塔志向
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は明白であり疑いようもない。彼の描く牢獄図の建
物は異様な大きさであるが、それを空想ゆえと言えないのは、たとえばローマの観光客のために



















G. B. ピラネージ『牢獄』試論　II-01、II-02、II-05 を中心に
区切られており、手前の情景とは対照的に人工物により秩序づけられた空間となっている。巨大
な頭部が矢板の左側に 4、右側に 1、おそらくは矢板の間にも 1 みえる。彫られている太い梁は、
人名の書かれたプレートがはめられた角柱で支えられている。ノルベルト・ミラーによれば上の
二人は 12、タキトゥスがネロ皇帝により地上から徳を一掃しようとして殺害されたと書きしるし






































































































































































































































































































































































1 Luigi Ficacci: Giovanni Battista Piranesi The Complete Etchings, Taschen 参照。付録の年表によれば、『牢獄』
の初版の制作は 1745 年 7 月から 1747 年 8 月の間、ピラネージのヴェネチア帰郷中とされている。初版の
出版者はピラネージ自身ではなく、Bouchard。印刷時期などは正確にはわからない。それに対し第 2 版は、
ローマでピラネージ自身が 1761 年に印刷した。
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しておく。
11 Piranesi: Osservazione sopra la lettre de M. Mariette の 図 版 I、II、III を 参 照。Giovanni Battista Piranesi 
Observations on the Letter of Monsieur Mariette, Getty Research Institute, Los Angeles, 2002, p. 130 ff.  The 
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14 たとえばピラネージ研究の第一人者 John Wilton-Ely は、根拠を示してはいないが、1710 年に出版された
ヴィーコの De Antiquissima Italorum sapientia をピラネージが知っていたと断言している。Piranesi Vision 
und Werke, ibid., Anm. 146, S. 146. さらに上記の著作より 10 年以上後の、いわゆる『新しい学』で展開され
るヴィーコの歴史観をピラネージは吸収したと、Wilton-Ely はみなしている。
15 ジャンバッティスタ・ヴィーコ：『新しい学』（Principj di Scienza nuova d’intorno alla commune natura delle 
nazioni）、法政大学出版会、参照。本文におけるヴィーコに関する言及後の数字は、ファウスト・ニコリー
ニが付け、訳者の上村忠男が継承した段落番号である。
16 「その行方までも」という表現で想定されているのは、ヴィーコの 3 時代の「反復」（il ricorso）のことで
ある。ピラネージの最初の画集 Prima Parte di Architettura, e Prospettive は壮大なローマ建築の再興を夢見
て制作されたと考えてよいだろう。すなわち肯定的な反復のイメージである。そのことに関しては John 






17 Giovanni Battista Piranesi: Osservazioni sopra la lettre de M. Mariette （English translation: Observations on the 
Letter of Monsieur Mariette）, Getty Research Institute Publications, 2002, p. 90 f.


















いる民衆の行列図のある建築物も、やはりピラネージの未来空想かも知れない。Engraving for the 
Observations: in Giovanni Battista Piranesi Osservazioni sopra la lettre de M. Mariette, ibid., p. 125 ff. 民衆の行
列図は Chapter tailpiece, Vignette, Plate VI & IX.
23 ジョン・ウィルトン＝エリによれば『牢獄』II-02 の型破りのファサードは、5、6 年後に『建築論対話』の
挿図として示される、細部までデザインされた奇抜なファサードのプロトタイプである。Piranesi Vision 







ちの進取の精神と同じものだと確信している、と述べている。John Wilton-Ely: Introduction to Giovanni 
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